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研究成果の概要（和文）：　本研究は，中・高等学校の英語授業におけるアクティブラーニング（AL）の普及を
目指すものである。大学生を対象として，ALによる内容重視型授業及び協同授業に基づくALを実施し，ALに対す
る認識及び英語学習に関わる動機づけ等を調査した。その結果，ALは学習者の認識が肯定的で，英語学習に関す
る動機づけにも好影響を及ぼすことが示された。この知見に基づき，中・高等学校の英語授業におけるALに関す
る示唆が示された。

研究成果の概要（英文）：　This study aimed at promoting active learning (AL) in English classes at 
the secondary level. University English-relevant courses were taught in Content-based instruction 
using AL and in AL based on cooperative learning. Consequently, AL, affecting the students’ English
 learning motivation, was perceived positively. Based on the findings, implications for AL in 
English classes at the secondary level were given.    

研究分野：英語教育

キーワード： アクティブラーニング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　アクティブラーニング（AL）によって21世紀型スキルの育成の育成が必要とされている現在，中・高等学校の
英語授業におけるALの普及を進め，21世紀型スキルを有する学習者の育成に寄与する点が，この研究の社会的意
義である。
　これまでの英語授業におけるALに関する研究は，内容の紹介や実践の紹介にとどまることが多かったが，この
研究では大学生を対象としてALを実践し，検証した点が，この研究の学術的意義である。この実践・検証に基づ
く示唆は，中・高等学校の英語授業におけるALの研究に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景  

我が国におけるアクティブラーニング(AL)研究の歴史は浅く，AL の内容紹介や指導例に関する研究

は少なくないが，その学習効果に関する実証研究は多くない。北米においては，中・高等教育共に AL

に関して相当数の研究があり，高等教育における AL の効果に関しては，フリーマン等（Freeman, et 

al., 2014）によるメタ分析（n = 225）が示した，伝統的講義中心授業に対する AL 型授業における学

習効果の優位性が決定的であった。 

また，宮迫（2016）の専門知識・卓越したパフォーマンス関するに研究では，計画的練習（deliberate 

practice）が成功の鍵であり，この計画的練習の原理を反映する３つの F（Focus, Feedback, Fix＝集

中，フィードバック，訂正）を授業に活かしたものが AL であり（Ericsson & Pool, 2016），これが

AL の新たな理論的支柱になりうることを示した。  

一方，英語による英語授業は，大学においてはスーパーグローバル大学等の一部以外には広がりを

見せず，高等学校の英語授業も英語使用は 4割以下という実態（山森，2013）は改善されておらず，中

学校でも似た状況があるとされていた。 

中・高等学校において AL の普及が図られるにあたって，英語授業では英語による AL の実施が期待

されており，AL が受け入れられるには，理論基盤に基づいた実証的データ及び現場の実態に基づいた

提案が求められていた。 

 

２．研究の目的  

中・高等学校の英語授業における AL の普及を目指して，AL 及び関連のある協同学習に関して，次の

点を明らかにすることを目的とした。 

（1） 中・高等学校の英語授業における AL に協同学習はどう係るか（研究 1）。 

（2） 中・高等学校英語教師の協同授業への認識はどうか（研究 2）。 

（3） 大学生を対象とする AL による内容重視型授業（CBI）は効果があるか（研究 3，4，5）。 

（4） 中・高等学校における AL による英語授業はどのようにすべきか。 

 

３．研究の方法 

 研究 1～5 の方法は，各々次のとおりであった。 

（1）Miyasako（2018a）では，中・高等学校の英語授業における AL で先駆的な例として英語教員に支

持されている，西川等(2016, 2017)と山本(2015, 2016)を対象とした。授業活動を協同授業の５要素

（Johnson et al.,2009）である（a）互恵的な相互依存関係，（b）対面的なやりとり，（c）個人として

の責任 ，（d）協同学習スキル，（e）チームの振り返り，に分類し，AL における協同授業の関与を分析

した。 

（2）宮迫（2021）では，岡山県，山口県，福岡県の高等学校英語科教員 88 名を対象とした。協同的な

活動及び協同学習に対する認識を質問紙法（30 項目，6 段階リカート法；長濱他，2009，清水・今村，

2017）により，協同効用，個人志向，互恵懸念，協同学習のメリット・デメリットに関して測定し，相

関分析及び分散分析を行った。 

（3）Miyasako (2018b)では，教養課程英語授業の78名の大学1年生を対象とした。米国のTVニュース

を題材とするCBIを実施し，ニュース発表プロジェクトをALの一形態である問題解決・協働学習とし

て取り入れ，学習者のリスニング力及び動機付けに関する認識を質問紙法（40項目，6段階リカート



法；田中, 2009，田中，廣森, 2007）により測定し，クラスター分析及び分散分析等を行った。 

（4）Miyasako (2019)では，大学生129名を対象とし，英語科教育科目のCBIにおいて，ALと講義によ

る伝統的な授業の効果及び学生の動機付けに関する認識を比較した。内容理解と動機付けに関する認

識（質問紙法，67項目，6段階リカート法；Miyasako, 2017，Taguchi, et al., 2009）等について，

平均の分析をした。 

（5）Miyasako (2020)では，大学生80名を対象とし，英語科教育科目のCBIにおいて，講義を含むサン

ドイッチ型とグループ型の2種類の協同授業に基づくALを実施し，動機付け及び協同授業に関する認識

を質問紙法（60項目，6段階リカート法；長濱等,2009, 田中, 2009，田中，廣森, 2007）により調査

し，分散分析による比較を行った。 

 

４．研究成果 

研究 1～5の成果及び中・高等学校の英語授業における AL に関する示唆（6）は，次のとおりである。 

（1）Miyasako（2018a）では，中・高等学校の英語授業における AL で先駆的な授業実践においては，

協同授業の５要素のうち，（a）互恵的な相互依存関係，（b）対面的なやりとり，（d）協同学習スキル，

の 3 要素はみられるが，（c）個人としての責任 と（e）チームの振り返り，の 2 要素はあまり見られ

ないことが示された。比較的大きいクラス規模での AL を運営するための日本型 AL による英語授業と

考えられるが，協同授業に必須である（c）個人としての責任，をうまく取り入れることが今後の課題

であろう。 

（2）宮迫（2021）では，高等学校英語科教員の認識においては，（a）協同的な活動及び協同学習に関

わる協同効用とメリットを個人志向，互恵懸念，デメリットよりも強く認識しており，協同学習に対す

る認識は概ね肯定的である，（b）協同的な活動及び協同学習に関わる，協同効用とメリットの間に強い

関係があり，個人志向，互恵懸念，デメリットの間にも関係がある，（c）協同学習の実施と協同効用及

びメリットの認識の間に関係があり，協同学習の未実施と個人志向，互恵懸念，デメリットの認識の間

に関係がある，等が示された。これらの知見によって，英語教師は協同的な活動及び協同学習に対して

否定的な認識があるのではないかという危惧が，ある程度払拭できた。また，協同学習に関する研鑽・

研修等を通じて協同効用とメリットに対する認識を高めれば，英語教師は協同学習を実施するという

可能性を示唆している。 

（3）Miyasako (2018b)では，米国の TV ニュースを題材とする CBI を AL として実施したした結果， 

（a）AL による CBI は，大学生，特に中程度の動機を持つ学生，のリスニング理解を向上させる可能性

があるが，（b）大学生の英語学習に対する内的動機づけには影響を与えない可能性がある，（c）大学

生，特に中程度および低い動機を持つ学生，の自律性欲求の満足度を高めるかもしれない，等が示され

た。これらの知見は，学習者のリスニング能力を伸ばすための多くの理解可能なインプットを学習者

に提供するという点で，AL による CBI が有効であることを示している。また，問題解決学習としての

AL が，自律性欲求の満足度の向上に係る，協同作業における計画，監視，評価という学習者のメタ認

知を発達させる上で，有効であることも示している。 

（4）Miyasako (2019)では，英語科教育科目のCBIにおいてALと講義による授業の効果を比較し，（a）

ALと講義による英語科教育科目のCBIには，大学生の授業の内容理解に違いはないが，ALの方が授業の

脱落者（単位未修得者）が少ない，（b）ALによる英語科教育科目のCBIは，講義による授業よりも，大

学生に好意的に認識されている，（c）ALによる英語科教育科目のCBIは，講義による授業よりも，大学



生の動機づけを高める，等が示された。これらの知見は，北米の大学教育のメタ分析程ではないが，AL

が講義による授業に内容理解で劣ることなく，学生の評判がよく，動機づけを高める等，ALの有効性を

示している。長期的には，学習者のALに対する肯定的な認識が内容理解にも影響を及ぼす可能性もあ

ろう。 

（5）Miyasako (2020)では，講義を含むサンドイッチ型とグループ型の2種類の協同授業（AL）を実

施し，（a）何れの型も協同授業によるALは，学生の個人志向を低下させる可能性がある，（b）何れ

の型も協同学習によるALは，学生のリスニングに対する内的な動機付けを促進するのに効果的である

可能性がある，（c）グループ型の協同授業によるALは，学生のスピーキングに対する内的動機付けを

高めるのに効果的な可能性がある，（d）グループ型の協同授業によるALは，，学生の関連性欲求の満

足度を高めるのに効果的である可能性がある，等が示された。これらの知見で鍵となるのは，学習者

に色々な機会を提供することであり，次のような可能性がある。（ア）学生が協同作業をする場合，

より協力的な方法で行動する，（イ）英語で内容科目を教わる場合，理解しようとする学生は，聞く

ことへの内的動機を高める，（ウ）英語でやり取りするタスクを課される場合，話すことへの内的動

機を高める，（エ）協同作業のグループでは，学生は他の人とのつながりを感じ，相互依存と個人の

説明責任を理解する，（オ）学生のビリーフと動機づけの変化が，内容理解と英語能力の向上に繋が

る。協同授業によるALとCBIの組み合わせは効果的な選択肢である。  

（6）示唆：①比較的大きいクラス規模での AL でも，協同授業の要素を取り入れ，グループ学習におい

ても，個々の学習者の学び（個人としての責任）を損なわない工夫を取り入れるべきである。②英語に

よる AL によって，英語を聞き・話す機会を増やし，英語を聞き・話すことへの内的動機を高め，リス

ニング・スピーキング能力を高めるべきである。③英語による AL によって，英語学習の動機づけを高

め，英語授業が好きな学習者を増やすだけでなく，自律性・関連性欲求の満足度を高め，自律的で協同

的な学習者の育成を目指すべきである。④協同学習に関する研鑽・研修等を通じて，英語教師の協同効

用とメリットに対する認識を高め，協同学習に基づく AL を広げていくべきである。 
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